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６ ．地域での清掃活動等環境活動に積極的に参加します。

．この環境経営方針は、全従業員に周知徹底すると共に社内外に公開します。

制定日： 2018年3月30日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 改訂日： 2020年4月15日

代表取締役  赤本　　裕

基本理念

株式会社ユアック

．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

．二酸化炭素排出量の削減の為に省エネルギー(電力・ガソリン・軽油等の削減)

  に取組みます。

．適正な利用により水使用量の削減に取組みます。

．排出廃棄物の削減に取組みます。

．環境経営に配慮した収集運搬業及び運送事業に取組みます。

                                環 境 経 営 方 針

　株式会社ユアックは「産業廃棄物収集運搬業」「一般貨物運送事業」の事業活動により排出される環
境負荷を低減し地球環境の保全に配慮し循環型社会の発展に貢献するとと もに、地域の環境活動に
も自主的・積極的に取り組みます。

　これらの活動内容は、環境経営における課題やチャンスを定期的に見直すことで明確にし、
従業員一丸となって継続的に改善活動に取り組んでまいります。

                                 活　動　指　針
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Ⅰ．組織の概要（情報公開項目に＊印付記）
（１） 名称及び代表者名

株式会社 ユアック
代表取締役　赤本　　裕

（２） 所在地
本　　　社
車       庫
倉       庫

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者・担当者

（４） 事業内容

 
（５） 法人設立年月日　：　1989年11月18日

  　　　　 （６） 資本金　　　　　　　：　10百万円
（７） 事業の規模 (2022年度実績）

売上高 146百万円

特別管理産業廃棄物収集運搬量 4,802トン

産業廃棄物収集運搬量 6,566トン

一般貨物自動車運送事業 3,863トン

本 社 車  庫 倉  庫 合　　計

    従業員　　　　　 11名 0名 0名 11名

  延べ床面積　　　 248.0㎡ 416.5㎡ 79.8㎡ 744.3㎡

敷地面積 674.86㎡ 550.0㎡ 132.0㎡ 1,356.86㎡

（８） 事業年度 ４月～翌年３月

（９） 組織図

(本社)

営業・ 事務
事務部門

・産業廃棄物収集運搬業
①特別管理産業廃棄物
②産業廃棄物

・一般貨物自動車運送事業
　　中国自貨第 280　号
　　許可年月日　　　　2006年8月10日

〒708-1523　岡山県久米郡美咲町吉ケ原393番地の2
〒708-1523　岡山県久米郡美咲町吉ケ原394番地の1
〒708-1523　岡山県久米郡美咲町吉ケ原394番地の7

安全担当部長　　池田　　幸穂　　　TEL：0868-62-1500
EMAIL. ikeda-s@tsukinowa-group.com

収集運搬班

EA21 推進委員会

環境管理責任者

池田 幸穂

代表者

社長 赤本 裕

環境経営事務局
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役割・責任・権限表

役割・責任・権限

・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備

・環境経営管理責任者を任命

・経営における課題とチャンスを明確化し、環境経営方針　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　または環境経営活動に反映

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直し・指示を実施

・環境経営レポートの承認

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境経営活動の取組結果を代表者へ報告

・環境経営レポートの確認

・環境経営管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境経営活動の実績集計

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境経営レポートの作成、公開(事務所に備付けと地域事務所への送付)

・環境経営計画の審議

・環境経営実績の確認・評価

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告

・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

・ 試行・訓練を実施、記録の作成

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境経営活動へ参加

ＥＡ２１推進委員会

全従業員

環境管理責任者

代表者

環境経営事務局

部門長
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（10） 産業廃棄物収集運搬業許可

　㈱ユアック　

産業廃棄物 令和5年6月20日

府県市 許可番号 許可年月日 有効年月日

岡山県 第０３３０８００７５５１ 令和3年1月25日 令和10年1月24日

兵庫県 第０２８０６００７５５１ 令和5年6月14日 令和12年6月13日

山口県 第０３５００００７５５１ 平成31年2月25日 平成36年2月24日

鳥取県 第０３１０１００７５５１ 令和1年8月9日 令和8年8月8日

愛知県 第０２３００００７５５１ 令和2年9月29日 令和9年8月18日

香川県 第０３７０９００７５５１ 令和4年3月22日 令和11年3月6日

大阪府 第０２７００００７５５１ 令和5年3月6日 令和12年3月5日

徳島県 第３６００００７５５１ 平成31年4月24日 平成36年4月23日

滋賀県 第０２５０１００７５５１ 令和1年9月6日 令和8年7月29日 燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類

紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、ゴムくず

金属くず、ｶﾞﾗｽくず等、鉱さい、がれき類、ばいじん

広島県 第０３４００００７５５１ 令和1年11月25日 令和8年11月24日 燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類

紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、ｺﾞﾑくず

金属くずｶﾞﾗｽくず、ｺﾝｸﾘｰﾄくず、陶磁器くず、鉱さい

島根県 第０３２００００７５５１ 令和2年2月23日 令和9年2月22日 廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ　以上3品目

高知県 第０３９００００７５５１ 令和4年9月15日 令和11年8月16日

燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、紙く
ず、木くず、繊維くず、動植物性残渣、金属くず、ガラスくず、
鉱さい、がれき類、ばいじん　　以上15種類

燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、紙く
ず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、ｺﾞﾑくず、金属くず、ｶﾞﾗ
ｽくず、ｺﾝｸﾘｰﾄくず(工作物の新築、改築又は除去に伴って生じたもの

を除く。）及び陶磁器くず、鉱さい、がれき類、ばいじん　　（以
上16種類、特別管理産業廃棄物及び自動車等破砕物であ
るものを除き、石綿含有産業廃棄物であるものを含む。）

以上16項目

がれき類及びばいじん

燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類（石綿含
有産業廃棄物を含む。）、紙くず、木くず、繊維くず、植物性
残さ、ｺﾞﾑくず、金属くず、ガラスくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器
くず（石綿含有産業廃棄物を含む。）、鉱さい、がれき類（石
綿含有産業廃棄物を含む）、ばいじん

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、金属くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず（がれき類を
除く。）・陶磁器くず（以上、自動車等破砕物を除く。）、燃え
殻、汚泥、廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、紙くず、木くず、繊維くず、
動植物性残さ、ｺﾞﾑくず、鉱さい、がれき類、ばいじん（これら
のうち石綿含有産業廃棄物を含む。）以上16種類

燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、紙く
ず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、金属くず、ガラスくず・ｺ
ﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず、がれき類、ばいじん　以上14種
類
廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、金属くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず（がれき類を
除く。）・陶磁器くず(自動車等破砕物を除く。以上3種類）、燃
え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、紙くず、木くず、繊維く
ず、動物性残渣、ｺﾞﾑくず、鉱さい、がれき類、ばいじん　（こ
れらは、石綿含有産業廃棄物であるものを含み、特別管理
産業廃棄物であるものを除く。）以上16種類

汚泥、廃油、廃ｱﾙｶﾘ、廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類。以上4品目

汚泥、廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、廃プラスチック類（自動車等破
砕物及び石綿含有産業廃棄物を除く。）　以上5品目

汚泥、廃油、廃ｱﾙｶﾘ、廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類　以上

　　産業廃棄物収集運搬許可一覧表　1頁

許可品目
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　㈱ユアック　

産業廃棄物 令和5年2月15日

府県市 許可番号 許可年月日 有効年月日

愛媛県 第０３８０７００７５５１ 令和5年2月15日 令和12年2月14日

福井県 第１８０１００７５５１ 平成30年12月27日 平成35年12月26日

奈良県 第０２９００００７５５１ 平成31年1月10日 平成36年1月9日

三重県 第０２４００００７５５１ 平成31年2月7日 平成36年2月6日

和歌山県 第０30００００７５５１ 令和1年8月23日 令和8年5月21日

京都府 第０２６０１００７５５１ 令和2年1月10日 令和8年10月1日

岐阜県 第０２1００００７５５１ 令和2年3月2日 令和9年3月1日

千葉県 第０１２０００７５５１ 令和3年12月1日 令和8年11月30日

福岡県 第０４０００００７５５１ 令和4年5月19日 令和9年5月18日

燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、紙く
ず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、ｺﾞﾑくず、金属くず、ｶﾞﾗ

ｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず、がれき類、ばいじん　以上15種類

許可品目

燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類（石綿含
有産業廃棄物を含む。）、紙くず、木くず、繊維くず、植物性
残さ、ｺﾞﾑくず、金属くず、「ガラスくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず（工作物の
新築、改築又は除去に伴って生じたものを除く。）及び陶磁
器くず」（石綿含有産業廃棄物を含む。）、鉱さい、がれき類
（石綿含有産業廃棄物を含む）、ばいじん、以上16種類

燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、紙く
ず、繊維くず、動植物性残さ、ｺﾞﾑくず、金属くず、「ｶﾞﾗｽくず、
ｺﾝｸﾘｰﾄくず(工作物の新築、改築または除去に伴って生じた
ものを除く。）及び陶磁器くず」、鉱さい、がれき類、ばいじん
（これらのうち自動車等破砕物を除く石綿含有産業廃棄物を
含む、特別産業廃棄物であるものを除く。）以上16種類

燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類(石綿含
有産業廃棄物を含む）、紙くず、木くず、繊維くず、動植物性
残渣、ｺﾞﾑくず、金属くず、ｶﾞﾗｽくず等（石綿含有産業廃棄物
を含む）、鉱さい、工作物の新築・改築又は除去に伴って生
じたｺﾝｸﾘｰﾄの破片その他これに類する不要物(石綿含有産
業廃棄物を含む）、ばいじん以上16種類

燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類（石綿含
有産業廃棄物を含む。）、紙くず、木くず、繊維くず、動植物
性残さ、ｺﾞﾑくず、金属くず、ガラスくず等（石綿含有産業廃
棄物を含む。）、鉱さい、がれき類（石綿含有産業廃棄物を
含む。）、ばいじん　以上16種類
※ｶﾞﾗｽくず等とは、「ｶﾞﾗｽくず、ｺﾝｸﾘｰﾄくず（工作物の新築、
改築、又は除去に伴って生じたものを除く。）及び陶磁器く
ず」をいう。

燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、紙く
ず、木くず、繊維くず、動物性残さ、ゴムくず、金属くず、ガラ
スくず、鉱さい、がれき類、ばいじん

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、金属くず、ｶﾞﾗｽくず等（以上3品目について
は、自動車等破砕物を含む。）、燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、
廃ｱﾙｶﾘ、紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、動物系
固形不要物、ｺﾞﾑくず、鉱さい、がれき類、ばいじん（汚泥、
廃プラスチック類、神くず、木くず、繊維くず、ガラスクズ。鉱
さい、がれき類、ばいじん(汚泥、廃プラスチック類、紙くず、
木くず、繊維くず、ガラスくず等、がれき類については、石綿
含有産業廃棄物を含む。）以上17品目

　　産業廃棄物収集運搬許可一覧表　2頁

燃え殻、汚泥、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、廃ﾌﾟﾗｽ
ﾁｯｸ類、金属くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず、が
れき類、廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、動物性残さ、鉱さい、ばいじ
ん　　　　以上16種類

燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、紙く
ず、木くず、繊維くず、動物性残さ、ゴムくず、金属くず、ガラ
スくず、鉱さい、がれき類、ばいじん
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　㈱ユアック　

特別管理産業廃棄物 令和5年3月6日

府県市 許可番号 許可年月日 有効年月日

岡山県 第０３３５８００７５５１ 令和3年1月25日 令和10年1月24日

兵庫県 第０２８５６００７５５１ 令和2年11月8日 令9年11月7日 燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、鉱さい

ばいじん、廃石綿等、廃ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ等

ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ汚染物、 　以上10種類

山口県 第０３５５０００７５５１ 平成31年3月23日 平成36年3月22日

鳥取県 第０３１５１００７５５１ 令和1年8月9日 令和8年8月8日 廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、廃ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ等

ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ汚染物、鉱さい、廃石綿等

愛知県 第０２３５０００７５５１ 令和2年9月29日 令和9年8月18日

感染性産業廃棄物、特定有害廃PCB等、

特定有害PCB汚染物、特定有害鉱さい、

特定有害廃石綿等、特定有害ﾀﾞｽﾄ類、

特定有害燃え殻、特定有害廃油、特定有害汚泥、

特定有害廃酸、特定有害廃ｱﾙｶﾘ、以上111品目

香川県 第０３７５９００７５５１ 令和4年3月22日 令和11年3月6日

感染性産業廃棄物、汚泥、鉱さい、廃石綿等

ばいじん、燃え殻、廃ポリ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ等、

ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ汚染物、以上11種類

大阪府 第０２７５０００７５５１ 令和5年3月6日 令和12年3月5日 燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、鉱さい

ばいじん、廃石綿等、廃PCB等、PCB汚染物

徳島県 第３６５０００７５５１ 平成31年4月24日 平成36年4月23日 燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、鉱さい、ばいじん

廃ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ等、ポリ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ汚染物

感染性産業廃棄物、廃石綿等　以上11種類

広島県 第03450007551 令和5年1月24日 令和12年1月23日 廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、廃PCB等、PCB汚染物

廃石綿等、燃え殻、汚泥、鉱さい、ばいじん

島根県 第０３２５０００７５５１ 令和2年2月23日 令和9年2月22日

鉱さい、廃石綿等、燃え殻、ばいじん

高知県 第０３９５０００７５５１ 令和4年9月15日 令和11年8月16日

愛媛県 第０３８５７００７５５１ 令和5年2月15日 令和12年2月14日

廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、感染性産業廃棄物、廃ポリ塩化ビ
フェニル等、ポリ塩化ビフェニル汚染物、鉱さい、廃石綿等、
ばいじん、燃え殻、汚泥

廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、感染性産業廃棄物、廃ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆ
ﾙ等、ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ汚染物、鉱さい、廃石綿等、はいじん、
汚泥、燃え殻、以上11種類

以上10種類

廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、廃PCB、PCB汚染物

汚泥

燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、鉱さい、ばいじん、感
染性産業廃棄物、廃石綿等、廃PCB等、PCB汚染物、以上
11種類

ばいじん、燃え殻、汚泥、以上10品目

引火性廃油、腐食性廃酸、腐食性廃ｱﾙｶﾘ

廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ（特定有害廃棄物）

　　産業廃棄物収集運搬許可一覧表　　1頁

許可品目

燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ（特定有害廃棄物）、鉱
さい、ばいじん、廃ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ等・ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ汚染
物、ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ処理物、廃石綿等、感染性産業廃棄物
以上12種類
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　㈱ユアック　

特別管理産業廃棄物 令和5年2月15日

府県市 許可番号 許可年月日 有効年月日

奈良県 第０２９５０００７５５１ 平成31年1月10日 平成36年1月9日

三重県 第０２４５０００７５５１ 平成31年2月7日 平成36年2月6日 特定有害燃え殻、特定有害汚泥、特定有害廃油、引火

性廃油、特定有害廃酸、腐食性廃酸、特定有害廃ｱﾙ
ｶﾘ、腐食性廃ｱﾙｶﾘ、特定有害鉱さい、特定有害ばい
じん、感染性産業廃棄物、廃ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ等、
ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ汚染物、特定有害廃石綿等

福井県 第０１８５１００７５５１ 平成31年2月10日 平成36年2月9日 廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、燃え殻、汚泥、鉱さい、

ばいじん、感染性産業廃棄物、廃石綿等、
廃ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ等、ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ汚染物　
以上11種類

和歌山県 第03050００７５５１ 令和1年8月23日 令和8年5月21日 廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、感染性産業廃棄物、

廃PCB等、PCB汚染物、廃石綿等、
燃え殻、汚泥、鉱さい、ばいじん

滋賀県 第０２５５１００７５５１ 令和1年9月6日 令和8年7月29日 燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、鉱さい、ばいじん

感染性産業廃棄物、廃石綿等、低濃度廃PCB等、
低濃度PCB汚染物
以上11項目

京都府 第０２６５１００７５５１ 令和2年1月10日 令和8年10月1日 廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、感染性産業廃棄物、廃PCB等、

PCB汚染物、廃石綿等　以上7種類

岐阜県 第０２1５０００７５５１ 令和2年3月2日 令和9年3月1日 引火性廃油、腐食性廃酸、腐食性廃ｱﾙｶﾘ、

感染性産業廃棄物、特定有害廃PCB等、
特定有害PCB汚染物、特定有害鉱さい、
特定有害廃石綿等、特定有害ばいじん、
特定有害燃え殻、特定有害廃油、特定有害汚泥
特定有害廃酸、特定有害廃ｱﾙｶﾘ、　以上14種類

富山県 第０１６５２００７５５１ 令和2年6月24日 令和9年6月18日 廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ

廃ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ等、ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ汚染物　
廃石綿等　以上6種類

福岡県 第０４０５０００７５５１ 令和2年8月19日 令和9年8月18日 廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ

廃ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ等、ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ汚染物　
鉱さい、廃石綿等、ばいじん、燃え殻、
汚泥、以上10品目　以下余白

大分県 第０４４５２００７５５１ 令和2年10月1日 令和9年8月27日 感染性産業廃棄物、廃PCB等、PCB汚染物

廃石綿等、廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、ばいじん
汚泥、鉱さい、燃え殻、以上１１種類

鹿児島県 第０４６５０００７５５１ 令和2年10月22日 令和9年9月6日 廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、鉱さい、ばいじん、燃え殻

汚泥、感染性産業廃棄物、廃石綿等
廃ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ等、ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ汚染物

　　産業廃棄物収集運搬許可一覧表　　２頁

許可品目

燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、鉱さい、ばいじん、感
染性産業廃棄物、廃ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ（低濃度ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ
廃棄物に限る）、ポリ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ汚染物（低濃度ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞ
ﾌｪﾆﾙ廃棄物に限る）、廃石綿等　以上11種類
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　㈱ユアック　

特別管理産業廃棄物 令和4年12月15日

府県市 許可番号 許可年月日 有効年月日

熊本県 第０４３５５００７５５１ 令和2年12月15日 令和9年10月5日 鉱さい、ばいじん、燃え殻、汚泥、廃油、廃酸

廃ｱﾙｶﾘ、感染性産業廃棄物、廃石綿等、
廃ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ等、ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ汚染物

佐賀県 第０４１５１００７５５１ 令和3年3月16日 令和9年10月25日 燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、鉱さい、ばいじん

廃ポリ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ等、ポリ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ汚染物、
廃石綿等

宮崎県 第０４５５０００７５５１ 令和2年11月10日 令和9年11月9日 廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、感染性産業廃棄物

廃ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ等、ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ汚染物、鉱さい、
廃石綿等、ばいじん、燃え殻、汚泥　以上11種類

石川県 第０１７５５００７５５１ 令和3年5月17日 令和9年12月8日 廃ポリ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ等、ポリ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ汚染物

長崎県 第０４２５０００７５５１ 令和3年3月1日 令和10年2月29日 廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、感染性産業廃棄物

廃ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ等、ポリ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ汚染物、
鉱さい、廃石綿等、ばいじん、燃え殻、汚泥
以上11種類

静岡県 第０２２５１００７５５１ 令和3年5月6日 令和10年5月5日 引火性廃油、腐食性廃酸、腐食性廃ｱﾙｶﾘ、

感染性産業廃棄物、廃PCB等、PCB汚染物、
特定有害鉱さい、特定有害廃石綿等、
特定有害ばいじん、特定有害燃え殻、特定有害廃油、
特定有害汚泥、特定有害廃酸、特定有害廃ｱﾙｶﾘ

神奈川県 第０１４５０００７５５１ 令和4年6月1日 令和11年4月5日 廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、

特定有害産業廃棄物（廃ポリ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ、
ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ汚染物、廃石綿等、
金属等を含む特定有害産業廃棄廃棄物）

東京都 第１３５０００７５５１ 令和4年12月15日 令和11年12月14日 廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、

特定有害産業廃棄物（廃ポリ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ等、
ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ汚染物、廃石綿等、
金属等を含む廃棄物）

千葉県 第０１２５０００７５５１ 令和3年12月1日 令和8年11月30日 廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、廃PCB等、

PCB汚染物、廃石綿等、特定有害産業廃棄物

（１１） 積替え保管
 ・ 無し

（1２） 施設等の状況

■産業廃棄物収集運搬用車両

積載重量 台数

ー 7
13kl 3
13t 1
11kl 1
16kl 1
0.4 1
1.3 1

13.9t 1
9.8t 1
11.4t 1

■収集運搬ルート
・特別管理廃棄物(PCB) : お客様-収集運搬-PCB処理施設(エコシステム山陽)
・特別管理廃棄物(PCB) : お客様-収集運搬-PCB積置保管施設(エコシステムジャパン岡山 ・エコシステムジャパン吉ｹ原)
・特別管理廃棄物　       : お客様-収集運搬-中間処理施設(エコシステム山陽、エコシステム岡山、岡山砿油、カムテックス福山)

                   ・産業廃棄物　 　      　    ：お客様-収集運搬-エコシステム山陽、エコシステム岡山、岡山砿油、カムテックス福山,  山陽レッグ、

タンク車(危険物運搬車両)

バン

バン

ウイング車

ブロアー車

許可品目

車　　種

キャブオーバー

バキュームローリー

セルフローダ

タンク車(危険物運搬車両)

　　産業廃棄物収集運搬許可一覧表　　3頁

ダンパー車
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　　　　     　　                     　                                              環境クリーン , クリーンエナジー,バイオディーゼル岡山,

Ⅱ. 認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 株式会社ユアック
対象事業所： 本社、車庫、倉庫
活動： 産業廃棄物収集運搬業、一般貨物自動車運送業

Ⅲ．主な環境負荷の実績

単位
2020年度
4月～3月

2021年度
4月～3月

2022年度
4月～3月

kg-CO2 348,532 351,120 317,594

ｋＷｈ 9,124 9,053 8,262
Ｌ 2,283 1,923 1,923

Ｌ 127,964 129,810 117,215
Ｌ 573 666 616

kg 56 43 49.9

ｋｇ 134.80 110.40 79.5

ｔ 5.20 1.98 1.08

㎥ 391 382 370.5

ｔ 13,613 13,215 11,369

ｔ 7,605 8,355 6,566

ｔ 6,009 4,860 4,860

Ⅳ．環境経営目標及びその実績

（１）中長期目標

（基準年度)
2021年度

目標 目標 目標 目標

kg-CO2 351,120 347,609 346,907 345,853 345,151
対基準（％） 100 (△１％） (△1.2％） (△1.5％） (△1.7％）

kWh 9,053 8,963 8,944 8,917 8,899
kg-CO2 4,717 4,670 4,660 4,646 4,636

対基準（％） 100 (△１％） (△1.2％） (△1.5％） (△1.7％）
Ｌ 1,923 1,904 1,900 1,894 1,890

kg-CO2 4,401 4,357 4,348 4,335 4,325

対基準（％） 100 (△１％） (△1.2％） (△1.5％） (△1.7％）

Ｌ 129,810 128,512 128,252 127,863 127,603
kg-CO2 340,206 336,804 336,124 335,103 334,423

対基準（％） 100 (△１％） (△1.2％） (△1.5％） (△1.7％）

Ｌ 666 659 658 656 655
kg-CO2 1,667 1,650 1,647 1,642 1,639

対基準（％） 100 (△１％） (△1.2％） (△1.5％） (△1.7％）
kg 42.70 42.3 42.2 42.1 42.0

kg-CO2 128.5 127 127 127 126
対基準（％） 100 (△１％） (△1.2％） (△1.5％） (△1.7％）

kg 110.4 109.3 109.1 108.7 108.5

対基準（％） 100.0 (△１％） (△１.2％） (△1.5％） (△1.7％）
㎥ 381.6 378 377 376 375

対基準（％） 100 (△１％） (△1.2％） (△1.5％） (△1.7％）

ｋm/L 4.03 4.04 4.05 4.06 4.08
対基準（％） （＋0.2%） （＋0.4%） （＋0.7%） （＋1.0%）

回 11 11 8 9 9
2016年Gﾏｰｸ Gﾏｰｸ Gﾏｰｸ Gﾏｰｸ Gﾏｰｸ Gﾏｰｸ

取得 継続 更新 継続 継続 継続
危険物取扱乙4種 2名 ３名 ４名 4名 4名

Ⅵ.収集運搬における環境配慮
①収集運搬車の燃費向上

Ⅶ．会社周辺の清掃
Ⅷ．安全性に対する取り組み

         注)化学物質を使用してないため、目標を設定していません。
         注)運送車の燃費向上については環境に配慮したサービスに該当します。

⑤LPG使用量削減

Ⅱ.廃棄物排出量の削減
①一般廃棄物の削減(可燃ごみ)

Ⅲ.水使用量の削減

Ⅰ. 二酸化炭素
　　排出量の削減
①　電力使用量削減

②ガソリン使用量削減

③軽油使用量削減

④灯油使用量削減

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　度
項　目

基準値 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

一般廃棄物排出量(可燃ごみ)

産業廃棄物排出量

水使用量

産業廃棄物収集運搬量　total

産業廃棄物収集運搬量

特別管理産業廃棄物収集運搬量

二酸化炭素総排出量

電力使用量

ガソリン使用量

軽油使用量

灯油使用量

LPG

項　目

※電力による二酸化炭素排出量は、中国電力（株）の令和２年度の二酸化炭素排出係数 0.521 kg-CO2/kWhを用いて算出した。化石燃料（ガソリン・軽油・灯油・LPG）については

平成27年４月１４日改定エネルギー源別標準発熱量一覧表を使用。（資源エネルギー庁総務課出展）
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（２）対象期間(202２年度)の実績

kg-CO2 351,120 347,609 317,594

対基準（％） 100 (△1％） △9.5%
kWh 9,053 8,963 8,262

kg-CO2 4,717 4,670 4,305
109

対基準（％） 100 (△1％） △8,7%

Ｌ 1,923 1,904 1,923
kg-CO2 4,401 4,357 4,401 99

対基準（％） 100 (△1％） ±0
Ｌ 129,810 128,512 117,215

kg-CO2 340,206 336,804 307,197 110
対基準（％） 100 (△1％） △9.7%

Ｌ 666 659 616
kg-CO2 1,667 1,650 1,542

対基準（％） 100 (△1％） △7.5%
Ｌ 42.7 42.3 49.9

kg-CO2 128.5 127.3 150.2 85
対基準（％） 100 (△1％） 17.0%

kg 110.4 109.3 85.2
対基準（％） 100 (△1%) △22.8%

㎥ 381.6 378 370.5
対基準（％） 100 (△1％） △8.2%

ｋm/L 4.03 4.04 3.70
対基準（-） (+0.2％） △8.2%

件数 0 0 0 -

対基準（％） （基準年）

3回 11 11 13

基準年比 （基準年） －
Gマーク 更新 更新 -

基準年比 継続 重大事故ｾﾞﾛ

基準年比 ＋2(基準年） ＋1 ±0

Ⅷ.安全性に対する取り組み
〇

①Gマークの更新・継続

注）評価欄　　○：達成(100%以上）　、△：やや未達成（80%以上）　、×：未達成(80%未満）

Ⅵ.収集運搬における環境配慮
92 △

②事故ﾄﾗﾌﾞﾙｾﾞﾛ
〇

Ⅶ．会社周辺の清掃
118 〇

名 ３名 2名 67
☓危険物取扱者資格

乙種4類資格

2

Ⅱ.廃棄物排出量の削減
128 〇

一般廃棄物の削減(可燃ごみ）
Ⅲ.水使用量の削減

102 〇

③軽油使用量削減
〇

④灯油使用量削減
107 〇

⑤LPG使用量削減
☓

110 〇

①　電力使用量削減

〇

②ガソリン使用量削減

△

　　　　　　　　　　　年　度
項　目

2021年４月
～2022年３月

実    績

実績期間（2022年４月～2023年３月）

基準値 目標 実績 達成度（％） 評価

Ⅰ. 二酸化炭素排出量の削減
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Ⅴ．環境経営活動計画及び取組結果とその評価、次年度の環境経営計画
◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

達成状況

◯

○

△

○

○
○
△
○

○
△

○

△

○ 今後も正確な排出量を把握しながら、削減に努めていく。

△ まだまだ改善余地有り

〇 引き続き注視していく。

〇
〇 ホースの先にノズル取付で節水を図る。

- ノズルをはずす運転手がいるので注意深く指導監視を継続する。

△ 今後も継続していく。

〇
〇

〇
〇
-

遵守評価

遵守
道路交通法 遵守
水質汚濁防止法 遵守
PCB特別措置法 遵守

遵守
消防法 遵守

道路交通法の遵守 遵守
遵守
遵守

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、関係当局よりの違反、訴訟、或いは環境上の苦情等も過去３年間ありませんでした。

PCBの顧客との契約の遵守(機密保持)PCB 関係社内規定

道路交通法施行令・施行規則等

安全性に対する取り組み　　Gマークの更新・継続

・年6回の安全対策会議 コロナが収束しなければ研修会開催は当面無理だが来年度くらいから

地域とのコミュニケーション良好

・社外での研修等参加 積極的に対応していきたい。

Ⅵ．環境関連法規等の遵守状況の評価の結果

会社存続には欠かせない国家資格であり今後も努力を注入する。

遵守すべき要求事項（施設・物質・事業活動等）

廃棄物処理法 収集運搬・処理業者の許可確認、契約等

油水分離槽等

・危険物取扱者資格(乙種4類資格)

年間計画通り進行中

水使用量の削減

対策地域内での排ガス規制に適合した自動車の使用自動車NOx・PM法

安全性優良事業所認定

受託した産業廃棄物の収集運搬における環境配慮

・燃費実態調査

・PCB運搬における環境配慮 現状問題なく業務遂行中

・会社周辺の掃除

自社による運搬時の表示、書類携行

フロン排出抑制法 フロン類使用機器の定期点検と記録

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

適用される法規制

消火設備の定期点検

化石燃料による二酸化炭素排出量の削減（軽油車）
運転手自ら目標を達成すべくいつも頭の片隅にどうすれば燃費向上できる
かを考えてほしい。円安ドル高傾向で燃料費が現実響いて来ていて懸念さ
れるなか細かく指導していく。

・暖機運転の適正化
・アイドリングストップ

・急加速の抑制

化石燃料による二酸化炭素排出量の削減（灯油） 洗車機での温水洗浄だが四季・汚れ度によって大きくかわるので今後も
注意が必要・洗車時の温水使用の適正化

若干の改善傾向ありだが現状分析と検討が必要
・洗車管理(時間・回数・高圧洗浄)

化石燃料による二酸化炭素排出量の削減（LPG） 水道の温水はガス給器なので、止水忘れで費用がかかった月があった。監
視をして行く。・夏期の温水の節水

一般廃棄物の削減
・実態調査
・分別の徹底

・手洗い水量の適正化
・雨水の利用(外トイレ掃除)

・コピー用紙のリサイクル化

化石燃料による二酸化炭素排出量の削減（ガソリン車）

ガソリンについては営業活動が会社経営に大きく関係するの現状で推移を
見守りたい。会社車両を自分の車両と思い無駄なアイドリングはさせないよ
指導する。

・アイドリングストップ
・急加速の抑制
・冷房の控えめ使用
・買換え時は燃焼ﾏｰｸを優先する。

二酸化炭素排出量総量の削減
目標達成。内容は以下の通り。

・下記の通り
電力による二酸化炭素排出量の削減 空調温度については、岡山県のクールビズ・ウォームビズの設定温度を参考に室内温度

を設定しエアコンスイッチ近くに設定温度を貼って皆が見えるようにしてもなかなか浸透し
ない面があるように見えた。会社内の電灯をLEDに変更していただき電気消費量削減に
一番効果的に貢献頂いた。今後は、時間に関係なく人のいない場所・昼休み中は消灯を
心がけるようにしていく。左記項目は、今後も引き続き注意深く監視していきたい。継続が
一番必要と考えるので、次年度も引き続き継続していく。

・空調温度の適正化（冷房26℃　暖房22℃）

・昼休みの消灯

・不要照明の消灯

取り組み計画 評価結果と次年度の取組内容
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Ⅶ．代表者による全体の評価と見直し・指示記録

見直し要否

否

否

否

否

否

代表取締役　　赤本　　裕

□環境活動の紹介

＜エコアクション掲示板＞           ＜ゴミの分別＞

＜省エネ＞            ＜漏洩模擬訓練＞

＜地区清掃活動＞             ＜消火訓練＞

2023年6月20日

　環境経営目標 －

　環境経営計画 －

　実施体制 －

・2022年度は初めて二酸化炭素排出総量の削減等の目標を達成することができた。また使用電力量の削減も達成できました。この主な要因としてこまめな消灯や
空調機器の温度設定等は勿論の事、事務所照明器具のLED化も一つの要因でもあると評価します。
・化石燃料に付いて軽油使用量の減少はエコドライブも反映されていると思うがPCB業務拡大に伴う総走行距離の減少の伴うものが大きい。しかしこの業務は2027
年に終了する業務なので、尚一層のエコドライブや省エネ車両の導入等が必要です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
灯油使用量とLPG使用量に付いては灯油使用機器の減少とLPG使用機器の増加によるものと思いますが、達成状況の欄でガス給湯器のお湯の出しっぱなしがあ
るが水道使用量も増加するので絶対に防ぐべき行為である。　　　　　　　　　　　　　　　                                                                                                        ・
水道使用量に付いては前記の通り、出しっぱなしが大きな要因だと思う。
・一般廃棄物に付いては分別精度を上げ、3Rの推進に取組みたいと思う。
・収集運搬における環境配慮(燃費向上)に付いては、通常時のアイドリングストップは当然ながら、積込時、積降し時に於ける待機時アイドリングストップの実施方法
の検討が必要です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                           　　　　・
PCB運搬における環境配慮に付いて、幸い前年度一件のトラブルもなく業務を遂行出来た。2023年度も最大限の対策を講じ環境配慮に徹した業務を実施します。
・  会社周辺地域の清掃に付いて例年通りできたが、2023年度はもう少しレベルアップし、可視化に努めたら良いと感じます。
・安全に対する取組みに付いて今年度は安全会議の頻度を現状より少し増やしたらどうか、また各種危険作業に対する安全教育の実施及び資格所得が必要です。		
		
		

項　目 見直し内容

　環境経営方針 －

　その他 －
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